
IPPの歴史的な事業の紹介（2024年版）

「包装界・10大ニュース」

の事業活動についてご紹介します。

日本包装管理士会



IPPの事業活動

[包装界・10大ニュース]

について



1

包装界・10大ニュースの意義

「包装界・10大ニュース」は、1968年から半世紀以上にわたり、毎年

発表を続けています。発表内容は、翌年の元旦に当会のホームページで

公開するとともに、1月発刊の『包装技術』や『包装タイムス』にも掲

載されています。また、TOKYOパックの会場でも公開しております。

2

事業の目的

日本包装管理士会は、包装業界における価値ある情報を提供する場と

して活動しています。当会は、業界の最新トレンドやイノベーション

に焦点を当て、会員の皆様が業界の現状を把握し、将来に向けた準備

や過去の振り返りを行えるようサポートしています。

3 事業活動の時間軸

その一環として、毎年発表される「包装界・10大ニュース」は、業

界において特に注目すべき出来事を厳選し発表しています。この発

表は、会員の皆様にとって貴重な参考資料であり、業界全体にも大

きな影響を与えるものとなっています。



包装界・10大ニュースの選定プロセス

1 選定委員会の設立

まず、「包装界・10大ニュースの選定委員会」を設定しま

す。委員会は、会員からの公募と本部役員で構成されます。

参加希望者を募り、委員として活動します。

2 ニュースの募集

次に、全会員に向けて、その年に包装業界に影響を与えた

ニュースの募集をメールで行います。会員から寄せられた

ニュースは、委員会に集められます。

3 選定・評価・記事作成

選定委員が、「包装業界に影響を与えたニュース」を評価
し、点数をつけて順位を決定します。選ばれたニュースは
委員が分担して記事を作成し、著作権に配慮しながら公開
準備を進めます。



昨年（2023年）の選定実績

2023年の選考では、

G7広島サミットにおける「ボトル to ボトル」リサイクルの推進が最も高

く評価されました。この取り組みは、通常は競合関係にある複数の大手企

業が連携し、リサイクル技術を活用した持続可能なボトル再生を実現しよ

うとするもので、業界全体にとって非常に革新的な動きです。特に、環境

問題に対する世界的な関心が高まる中で、こうした企業の協働が業界の枠

を超えて評価されました。この事例は、業界内での協力体制が持続可能な

社会の実現に向けた新しい道を開くことを象徴しています。



昨年（2023年）の選定実績

次に高く評価されたのは、

ChatGPTを活用した包装資材の新商品開発です。AI技術を活用することで、

企画・開発から販売促進までの各プロセスが大幅に効率化され、特にパー

ソナライズされた顧客対応や、膨大な情報処理能力によるデータ分析の精

度向上が業界に革新をもたらしました。こうしたAIの導入は、従来の業務

のデジタル化を加速させるだけでなく、これまで手の届かなかった新たな

市場機会を生み出す原動力となっており、包装業界における技術革新の象

徴的な事例として注目されました。



昨年（2023年）の選定実績

選定委員会は、会員から寄せられたこれらのニュースに対し、包装業界全

体に及ぼす影響度や革新性を基準に、慎重な審査を行いました。その結果、

各ニュースに点数評価を行い、ランキングを決定しました。選考プロセス

では、公平性と透明性を重視し、業界の発展に寄与する重要な情報を提供

するための厳格な基準が適用されました。

このように、選定されたニュースは、単なる報道に留まらず、業界全体の

未来を見据えた方向性を示すものとなっています。



包装界・10大ニュースの振り返り

2023年の包装界・10大ニュースは、会員の皆様を対象に、リモート形式で

振り返りを行いました。この振り返りは、IPPラウンジという勉強会の一

環として、2022年度と2023年度の過去2年間に実施してきました。

IPPラウンジでは、包装業界に関する最新情報や業界の発展に寄与する

ニュースを共有し、会員の皆様の知識を深める機会を提供しています。

2024年の包装界・10大ニュースは、2025年1月にも同様の振り返りを予定

しています。

参加者は、10大ニュースの選定プロセスや各ニュースの背景にある重要な

要素について深く把握し、業界全体の動向を共有しています。この取り組

みは、会員同士の知見を高め合う場として好評を博しており、包装業界の

さらなる発展を目指すための重要なイベントとなっています。



・10大ニュースが発表になって、具体的にどのことを言っているのかがわからずモヤモヤし

ていた。今日の話でスッキリした。個々のニュース記事は見ているが、全体を俯瞰してあ

るため傾向がつかめ頭の整理になった。

・見てるニュースでも知らない情報もあってメモさせてもらった。QRコードも活用した。

・法改正とか今年起こることは、各企業も気にしている。これも良かった。

・各社、環境対応について進んでる会社はすごく進んでいるという印象を持った。

・ニュースのおさらいができた。

・自分は10大ニュース選定委員を務めさせてもらっているが、本日のプレゼンを見て自己反

省した。自分の不勉強さとニュースのバックグラウンド認識がないまま、選定していたこ

とを大いに反省した。

IPPラウンジ 参加者のコメント



「包装界・10大ニュース」は、会員の皆様のフィード

バックとご参加によって成り立っています。会員のご意

見やご提案が、今後のニュース選定や発表に反映される

ことで、未来の包装業界の一助となり、同時にその歴史

を刻むことになります。

フィードバックの重要性



TOKYO PACK 
2024
先月(10月23日から25日)、東京ビッグサ
イトにおいてTOKYO PACK 2024が開催
され、日本包装管理士会も出展をさせて
いただきました。



TOKYO 
PACK 
2024
展示ブース

包装界・１０大ニュース

の紹介



TOKYO 
PACK 2024
テクニカルセミナー



TOKYO PACK 2024

日本包装管理士会からは４人の講師が
テクニカルセミナー に登壇しました。



鈴木雅彦氏

包装で改善する

2024年問題

古井真夫氏

環境問題対応として
の包装設計のあり方

山田孝志氏

医薬品のサプライ
チェーンマネジメン

トについて

井上伸也氏

段ボール包装の設計
と最新動向



最後に、皆様にお願いがございます。

日本包装管理士会では、多岐にわたる事業を展開しておりますが今回ご紹介したものはそ

の一部にすぎません。本日のセミナー（59期包装管理士歓迎セミナー）を受講された皆様

は、当会の仮会員資格を2025年4月まで保持しておりますので、ぜひこの機会に活動へご

参加いただければ幸いです。

ぜひ活動にご参加ください。
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